
 

                   

 

 平成２３年２月４日     

日本原子力発電株式会社 

 

東海・東海第二発電所の近況について（平成２３年２月） 
 

１． 発電所状況について （２月４日現在） 

東海第二発電所 

沸騰水型 

（電気出力１１０万 kW） 

・定格熱出力一定運転中。 

東海発電所 

炭酸ガス冷却型 

（廃止措置中） 

・熱交換器等解体撤去工事の内、２号熱交換器の撤去工事等

を実施中。 

 

２．プレス発表の実績について（１月８日～２月４日） 

（１）法律に基づく報告に該当する重要な事象  なし 

（２）その他の情報 

①プレス発表      なし 

②お知らせプレス     １件 

・２月４日（金）「東海・東海第二発電所の近況について（平成２３年２月）」 

③ホームページ掲載（発電所からのお知らせ）  １件 

・２月１日（火）「東海第二発電所 チェックインポイント建屋３階ボイラ室からの発煙事象 

について」 

 

３．その他  

（１）保安検査対応状況 

    東海発電所の平成２２年度第４回保安検査が１月１７日～１月２１日に実施されました。 

   東海第二発電所の平成２２年度第４回保安検査は２月１８日～３月４日に実施されます。 

 

（２） 東海第二発電所 タービン建屋オイルドレンの誤った移送について 

平成２２年８月１６日に、発電長は、管理区域内に設置されているタービン建屋オイル

ドレンサンプ＊１（Ｂ）内の廃油（主に使用済みの廃油）を放射能濃度測定を実施せずに屋

外（管理区域外）のオイルドレンサンプピット＊２へ誤って移送しました。  
なお、移送した廃油の放射能は、検出限界値未満であり、環境への影響はありませんで

した。 
当社としては、社内規程に定められている移送前測定手順が遵守されなかったことを重

く受けとめ、今後は、対策として管理区域内で発生した廃油の管理区域外への移送を取り

止めることとし、管理区域外への移送ルートの閉止等の改造及び手順書等の改正を実施し

ます。本対策が完了するまでの期間については、放出管理手順の再周知及び放出管理対象

系統の放出弁の施錠管理等再発防止を図るとともに、原因の分析結果に基づき抽出された

再発防止対策を確実に実施してまいります。 
   （本件は、原子力安全・保安院より保安規定違反の「監視」に該当すると判断されました。） 

（添付資料１参照） 

        （お 知 ら せ）        



 

  

 
＊1：タービン建屋オイルドレンサンプ 

    タービンの潤滑油など、使い終わったオイルを集め、測定管理するための容器。 

 

＊2：オイルドレンサンプピット 

    オイルドレンサンプから移送された、測定済みのオイルドレンを一時保管するための容器。 

    

（３）東海第二発電所の運転計画の変更について 

     平成２２年度の東海第二発電所の運転計画（平成２３年３月下旬から開始予定の第２５回定

期検査計画＊１）において、非常用炉心冷却系設備等に係るポンプ入り口ストレーナ閉塞事象に

関し、閉塞要因となる対象異物の撤去等の追加対策（原子力安全・保安院からの指示）を予定

していましたが、昨年６月の中間停止（残留熱除去系海水系配管不具合）中に対応が完了した

ため、定期検査＊２の開始時期を５月下旬に変更しました。 

 

＊１：平成２２年５月７日公表「平成２２年度 東海発電所・東海第二発電所の事業計画概要について」にてお知

らせ済み。 

＊２：定期検査 

        電気事業法で定められた定期的な検査のこと。 

        通常、１３ヶ月に１回、原子炉を停止し主要な設備の点検を行う。東海第二発電所の前回定期検査は平成

２２年４月に終了したため、法に基づく次回開始時期は平成２３年５月からであったが、上記の原子力安

全・保安院指示に対応するため、３月下旬開始としていた。 

 

 

４．イベント情報 

地域イベントへの参加出展等 

月 日 イベント名 場 所 内 容 

２月１９日（土） 

展示 2/19～2/28 

日英小学生絵画交流展 

オープニングセレモニー 
東海テラパーク 

英国と東海村と敦賀市の児童 

との絵画を通した交流展 

３月４日（金） 
発電所事業報告と 

コンサートの夕べ 

東海村 

東海文化センター 

発電所事業報告と 

木山裕策コンサート 

（添付資料２） 

 

 

＜添付資料＞  １．東海第二発電所 タービン建屋オイルドレン系統概略図 

  ２．発電所事業報告とコンサートの夕べ 

 

以 上 

 

 



 

 

 

タービン建屋オイルドレンサンプ 

（Ａ） （Ｂ） 
屋外のオイルドレンサンプピット 

屋外（管理区域外） 

管理区域内

(A) (B) 

タービン潤滑油室油ドレン 

発電機密封油系ドレン 等 

a 

b b 

a 

サンプリング 
シンク 

a 

b b 

a 

(C) (D)サンプポンプ 

東海第二発電所 タービン建屋オイルドレン系統概略図 

添付資料 

タービン建屋  

オイルドレンサンプ水の系統運用･処理方法 

 ①リサイクル系統(a弁閉、b弁開)にてサンプポンプを運転、サンプル水をシンクにて採取。［発電長］ 

 ②サンプル水の放射能測定、測定結果を発電長へ通知。      ［放射線･化学管理マネージャー］ 

 ③放射能測定結果より移送可否を判断。                       ［発電長］ 

④移送系統(a弁開、b 弁閉)へ系統構成を実施し、サンプポンプ運転、廃液を移送。    ［発電長］ 

当該オイルドレンサンプ

今回の移送系統

＊今回の事象では、上記手順の①、②、③が実施されなかった。 




